
幸手中学校だより令和３年１月８日（金）発行
校 是 「全力は美なり」
学校教育目標 「学び続ける生徒」「心豊かな生徒」「活力ある生徒」
目指す学校像 「自ら課題を求め、目標に向かって進んで努力する生徒が集う学校」
【生 徒 数】 １年 １６２名 ２年 １５５名 ３年 １６１名 合計 ４７８名

「まとめの３学期に」
校長 島方 勝弘

あけましておめでとうございます。本年も宜しくお願いいたします。
「中学生は子どもと大人のはざ間で、いかに生きていくことが大切なことなのかを考え

る時機で、大いに悩む時」だと２学期の終業式でお話ししました。皆さんは13～15歳で
す。人は5歳でその人なりの基礎ができると言われています。10歳は小学校4年生、15歳
は中学3年生、来年の4月からは18歳で成人となります。

日本の法律の中の民法が改正され、約140 年ぶりに成年の定義が見直されました。こ
れまで「子ども」という目で見られていた18歳が、立派な「大人」として社会から認知
されることになるわけです。成人としてできることには、1人で有効な契約を結ぶことが
できるようになったり、父母の親権から脱して生活できるようになったりとこれまで自分
一人で行えなかったことをすべて、自分の意思で行うことができるようになります。具体
的には、クレジットカードを作ったり、アパートの賃貸契約をしたり、親元を離れてひと
り暮らしをしたりすることも自分自身の判断でできるようになります。ローンを組むこと
や金融商品の購入もできるようになります。性別の変更申請や国籍の選択、相続の放棄な
ど、自分の判断でできることが大きく増えてくるのです。反面、成人に課せられた責任も
増してきます。しっかりと心の準備をしておかないと不利益を招くことも心配されます。

実際には何歳になっても考え方が大人になり切れない人も社会には存在します。反対に
子どもでも大人以上に立派な考え方や行いをする人もたくさんいます。大人になっても童
心を忘れずに小さな感動を大切にできる人もいるし、歳を重ねてもアグレッシブで進取の
気性に富んだ人もいます。法律では年齢で成人が定義されていますが、いったい何が子ど
もで何が大人なのでしょうか？その境目とはどこにあるのでしょうか？

「『大人とは～である』ではなく、『大人とは～であるべきである』」、『大人とは集団の
中で当該年齢過ぎの人間が目指すべきものであって、獲得すべき諸条件の総称である。』」
とSNSの中に眼に留まる記載がありました。

私の考える大人像として、
〇 人間尊重の精神を大切にし、他人や自然を愛することのできる心の大きな人

〇 常に目標を定め、前向きに自ら取り組み、他者と協力できる思いやりのある大きな人
〇 明るく他人に接し、約束を守り、責任をもって確実にその役割を果たす心の大きな人
こんな感じでしょうか。皆さんの大人に対するイメージはいかがでしょうか。

３学期はこれまでの学習のまとめの学期となります。できたこと、わかったことは自信

につなげ、努力が必要な内容はさらに努めて納得のいくところまで学習を進めてください。

人の成長というものは自分と真摯（しんし）に向き合い、勇気をもって行動できるか否か

にかかっていると思います。皆さんの一日一日の努力が皆さんを素敵な大人へ導いてくれ

ることでしょう。そして、進学、進級につなげられる3学期にしていきましょう。



日曜

１月は「決意」の月。一年間の始まりです。「決意」 １ 金 元日 ・冬季休業日
をしましょう。まず、２つの決意を固めましょう。 ２ 土
一つ目：３学期の「決意」 ３ 日
二つ目：令和３年（2021年）の「決意」 ４ 月
「決意」とは、自分の「心」と「考え」を決めること。 ５ 火
３学期は「こんなことをがんばる」「こんなことに力 ６ 水

を入れる」と決めましょう。 ７ 木
今年は「こんなことに努力する」「こんなことはやら ８ 金 ３学期始業式 安全点検日 PTA本部役員・常任委員会

ない」と決めましょう。 ９ 土
決意が固まったら「タイムくん」に「３学期の決意」 10 日

と「令和３年の決意」を書き出しましょう。箇条書きで 11 月 成人の日
いいのです。そして、毎週、毎月見直すのです。 12 火 給食開始
３学期が、そして令和３年が自分自身にとって「有 13 水 部活動･諸活動なしの日

意義な時間だった！」と自信をもって振り返ることが 14 木
できるようにがんばりましょう！ 15 金

16 土
17 日
18 月
19 火 表彰朝礼 臨時歯科検診

■教材「カーテンの向こうに」を使って「深い思いや 20 水 部活動･諸活動なしの日 ふれあいデー
り」について考え、話し合い、各自がその考えを深め 21 木 授業参観（１年） 専門委員会 子ども議会
ました。難しい教材でしたが、１年４組の生徒たちは 22 金 授業参観（２年） 県内私立受験集中日 ３年給食なし
一生懸命、教材に向き合っていました。■本校の職 23 土
員のみならず、幸手市内外の小中学校の先生方が 24 日
集い、山西先生の授業に学びました。 25 月 評議会

26 火 生徒会朝礼
27 水 部活動･諸活動なしの日
28 木
29 金
30 土
31 日

■各学年とも「持久走」の締めくくりに行われた「ミ
ニ駅伝」。持久走は決して楽ではない競技…。しか
し、それまでの練習で自己記録を更新した自信を糧 ▲終業式（２学期を振り返って） ▲バレーボール
にみんな力走しました。■何より、最後まで友達に送

り続けた声援が、一人一
人の背中を後押ししてい
ました。■「みんなでやる
から頑張れる」「友達の
声援に力がわいてくる」、
誰もがそんな学びを実感 ▲生徒会朝礼（コロナに負けない！） ▲PTAによる朝のあいさつ運動
したはずです。 ▼屋外トイレ改修工事 ▼書き初め作品展示


